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　結果　　　（1）相当直径e，26   m 〜0・88  の 範囲に

お い て ， 自由上 昇気泡 の KL 値は ，　 O．018〜0．047cm

！sec で あつ た．

（2 ） （1）の 範囲に おける気泡よりの 酸素移動 は ， 表

面活性剤 lauryl　alcohol 　sulfate に ょ っ て ，
0．006〜

o．oo7cm ！sec に 減少 レ， そ の 数値は気泡の 大 ききに は

無関係で あつ た．

（3） 相 当直径0．2crn以下 の 気泡 の KL 値は，気泡直

径の 減少 に つ れ て急速 に 低下す る傾向を示 した．

（4）Higbie の 浸透説 モ デ ル の 気泡酸素移動へ の 適

用 は （1）の 範囲で は 比較的 よい が，（3）の 範囲の 気泡

に つ い て は顕著な偏倚がみ とめ られた．表面活性剤 の

存在す る場合は，い ずれの 気泡直径範囲に つ い て も適

合性 が み と め られ な か つ た．

50．通気培養槽に お け る攪搾所要動力および

　　 物質移動係数の 測定

〈第 1 報）特 に非 ニ ュ
ートン 流体 につ いて

東大応微研　合葉 修一
， ○岡本六 郎

　　　　　　佐藤　敬

　目 的　　通 気 培 養 槽 に お け る 攪拌所 要動力お よび 物

質（酸素）移動容量係数 の 測定に 関す る研究は きわめ て

多い ．近年， 黴 ， 放線菌 など
一

非 ニ ユ ートン 流体
一

｝t

つ い て 攬拌所要動力お よ び酸素移動容量係数 の 測定が

他方面か ら多 くの 人 々 に よ り種 々検討 され て い る．我

々は新た に試作した電気抵抗歪計および簡易ガ ス 分析

計を用い それぞれの 因子 の 連続測定 を検討中で あ る が

こ こ で は 先ず CMG 溶液に つ い て 実験を行な つ t の

で報告す る．

　方 法　　非 ニ ユ ートン 流体 として CMC 溶液を使用

し た．攪拌所要動力の 測定 に は電気抵抗歪計を用 い 攪

拌軸 の 捩 リモ ーメ ン トより伝達 トル ク を求めた．なお

この 歪計 は近 い 将來 に そなえ培養槽中に おけ る蒸気殺

菌 に 耐 え る 様処理をお こ な つ た．酸素移動容量係数の

測定 は 便宜上非定常状態 に お け る入 口 出ロ ガ ス （GOx ）

の物質収支か ら簡易 ガ ス 分析計を用 い 溶存酸素濃度を

測定す る事 な しに算出す る方法 を採用 した．

　 結果　　CMG 溶液の 種 々 の濃度 に つ い て 攪拌所要

動力および 酸素移動容量係数を空気吹込量 ， 回転数 に

つ い て 測定し ，
ニ ユ ートン 性流体と非ニ ユ ートン 性流

体の 相違 を 開らかに す る予定で あ る．

10．oo

51．ア ル コ ール 蒸留廃液処 理に関する研究

固形物の 回 収につ いて

東教穴，農　幡野佐一
， ○片岡　広

　目的　　ア ル コ
ー

ル 蒸留廃液の処理法 として 微生物

の 関与す る方法 に関して は 多 くの す ぐれ た研究があ る

が ， 蒸発濃縮法に つ い て は ほ とん ど研究 され て お らず

経済性の検討も十分行なわれ て い な い ， わ れ われ は最

経済 プ ロ セ ス 設計の た めの 基礎資料を 得 るた め固形物

の 分離試験を行ない 2
，
3の簿見を得 た の で 報告す る．

　方法　　1．囿分恒圧濾過試験　濾過面積 15・3cm2 の

濾 過装置に よ り真空 濾過を行な つ た．原液 と 200mesh

の 篩で 前処理 した 篩上残留分に つ い て 平均 比 抵抗 を求

め た．

　 2．重 力沈降試験　同上の 試料 に つ い て 500ml な ら

び に 25φ× 350mni の 沈降管を用いて 恒温水槽内で 沈降

試験を行 な つ た．

　 3 ．遠心 沈降試験　原 液 な らび に蒸 発濃縮液に つ い

て小型遠心機を用 い て 脱水率 に 及 ぼ す遠 心 効果 ， 沈降

時間等の 影響 を調べ た．

　 4．篩分試験 篩は 巾100mm × 長 さ430mm ，200m−

esh の SUS 金網を 張つ た もの で ，篩面 の 傾斜 は 4°で

あ る．脱水率に 及 ぼ す振巾， 振動数な らび に 供紿量 の

影響 を調べ た．
』

　 5 ．蒸発濃縮試験　伝熱面積 0 ．2m2 の 単
一

効用缶

を用い て原液の総括伝熱係数を求 め た．

　 6．沸 点 上 昇　原液，濾液な らび に 200皿 esh 篩下液

に 対 し各種濃度に つ い て 測定 した．

　 結果 　　原液の 濾過の 前処理 として 篩分を行なうこ

とに よ り平均比抵抗を大巾に 低下 させ る こ とがで き，

沈降速度 も非常に 早 くなつ た．篩分 お よ び遠心分離の

操作条件，沸点上 昇 ， 総括伝熱係数に つ い て 基礎的資

料を得た ．

52．活性ス ラ ッ ジ に よる産業廃水の 処 理 に関

　　 す る研 究

（第 4 報） ビール 廃 水 の 処 理 に つ い て

（第 5 報）ぶどう糖廃水の 処理 につ い て

工 業技術院発研　○ 太宰宙郎 ， 吉 田　豊

　　　　　　　　　小川　誠， 小野英男

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

　 目的　　ビール 工場で は BOD 約 SOOppmの総合廃

水が ビール 1　kl に対し約 IOmS 排出 きれ ， わが 国の

工場規摸で 2
，000〜71000mS／day に達す る．一

方酵素

法 に よ るぶ ど う糖工揚で は製品 1t 当 り50〜 IOOm9 の

水が使用 され，BOD 約 500ppm の 総合廃水を 5
・000

〜 10，000皿 nlday

放流す る工場もあ る．私達 は これ ら

の廃水の浄化を 目的と し活性 ス ラ ッ ジに よ る処理 に つ

い て検討 した．

　方法　　実験lt供した ビ ール 廃水の 分析成分 は pH

S．7
， 浮遊物 396ppm

，
　GOD 　550ppm および BOD 　620

ppm で あ り． ぶ どう糖廃水 は pH8 ．e
， 浮遊物 920pp

皿 ，COD 　100pp血 お よ び BOD 　7eOppm で あっ た．

　処理 試験は あ らか じ め各廃水で集殖馴養 した 活性 ス

ラ ッ ジ を用 い ， 混 合液 の ス ラ ッ ジ 濃度 （1，600G ，　 IO

分遠心分離 した と きの 沈降量） 5 〜6 ％ ， 酸素供給量

唖 硫酸 ソ ーダ法 に よ る） igmgO ．／l！皿 in お よび温度

25℃ で 振盪曝気法 に よ りお こ な つ た．

　結果　　回分式 の処理試験 で BOD 除去率 と 曝気時

間の 関係か ら， 総合廃水の 処理量 は 最高 6皿
”

／皿
n
／day，

BOD 負荷量 と して 4kg！mVlday と な つ た．

　数 日各廃水を半連続的に 処遜しセえ られ た上 澄液は

無色透明 で ， 各種成分 の 除去率は 原廃水 に 対 し浮遊物

98％ ，
GOD 　93％お よび BOD 　96％ 以上 で あ つ た．

ス ラ ッ ジ 生成量 は ビール 廃水で は 乾物と して0・06％ ，

ぶ ど う糖廃水 で は0．07％ とな り BOD とほ ぼ 等量 で あ

つ た．

53．活性ス ラ ッ ジに よ る産業廃水の 処理 に 関

　　 す る研究

、（第 6 報） フ エ ノール 廃水処 理 に つ い て

　　　工 業技術院発研　○福岡誠一，小野英男

東洋 エ ン ジ ニ ア リ ン ゲ 　　江藤穂積

　昌的　　都市ガ ス 工 場 ， 製鉄工 場等よ り排出され る

フ エ ノ ール を含む廃水は一般に 脱酸 ， 脱 ア ン モ ン を行

な い フ エ ノ ール お よび ア ン モ ニ ア の 回収が行な わ れ て

い るが ， そ の 残液に は未だ フ エ ノ ール を 置00〜 400ppm

を含んで い る．こ れ らの 廃液を活性汚泥法で処 理 す る

た め の 工 業化 につ い て の 基礎的試験を 行 な う．

　方法　　フ エ ノ P ・ル 廃水 に 騨養され た 活性汚泥 を う

るた め， KH ．？041 ．Og
，　MgSOg 　O2g ，　NaGl αlg，　Ca −

C し O．lg，　FeCl」 0．02g
， （NH ，〉．SOE 　 O．5g，ペ プ ト ン

O．lg を水 i‘に溶解 した もの に フ エ ノ ール を所定濃度

添加 した もの を培地とし， 種 として 下水お よ び土壌 を

（2り

接種 して活性汚泥をうる．

　次に 500ml の フ ラ ス コ に 馴養 した 活性汚泥 お よ び

フ ニ ノ ー
ル 濃度に 対 し約 3 ％の K ．HPO4 及び FcSO4

を 添加 した 廃水を入れ振鑑培養す る こ と に よ り回分式

の 実験 を行なL］， pH ，　Kd ， 汚泥暈・ブ x ．
ノール 負 荷

量 の 諸条件を検討し， この結果に基 き 21 の曝気槽で

連続試験を行 な う．

　結果　　回分式 の実験結果よリフ エ ノール 除去に要

す る時間は活性汚泥 量 に 反比例 レ， フ エ ノ ール 負荷量

に比 例す る こ とが 示きれ た． 100〜400pp 皿 の フ エ ノ

ール を含む廃水 を処理す るに は 6％汚泥 濃度で は曝気

槽の 容量 m2 当 り 0・7kg！m 栂 ay の フ エ ノール 除去 は

可 能で ，Kd ・＝3 〜10　x 　10−t「 が 適当と認めた．

　連続試験 で は Kd ＝7・8 × IO−7 に なる よう通気を行

な い ， フ ヱ ノ ール 120pp皿 を含む 廃水 を添加する こ

とに よ り，
3 〜 4 時閭滞留 で フ エ ノール 除去率95％以

上 の 成績をえた．

54．活性ス ラ ッ ジに よる産業廃水の処理 IC
’
関

　　 す る研究

（第 7報）ABS を含む排水処理 に つ い て

工 業技術院発 研　○福岡誠一
， 三上栄一

　　　　　　　　　小野英男

　目的　　最近 申性洗剤　ABS （alkyl 　benzcne　sull

fonate）の 活性汚 泥 処 理 に お よぼ す影響が 問題 となつ

て い るが，こ こで は ABS の 活性汚泥へ の 吸着の kinetic

な 機搆を明 らか に し，ABS の 活性汚泥 法 に よ る 除去

の 基礎的な資料に供す る ．

　方法　　洗毛廃水及び 合成下水 （ブ ドウ糖200mg ，
ペ プ トン 200mg．　KH ．Pσ1200皿 g，　NaOH で pH
6・8 に 調節井水で llとす る ）を用 い て ABS を全 く

含ま な い 活性汚泥 を え，吸着試験 は 500ml の フ ラ ス コ

に 汚泥 お よ び ABS を入 れ全量 SOOml とな し振盪を

行な い ，30分静置後上澄部の ABS を 測定 し回分式実

験を行な うT

　連続試験は 2彦の 曝気槽 に ABS を含 む 合成下水を

連続投 入 し，処 理 水申の ABS を経時的に 測定す る．

　結果　　ABS に馴養され て い な い 活性汚 泥 は 除去

され る ABS の大部分が ABS と30分の 接触 に よ り除

去 され るが，こ れ は 殆ん ど汚泥 の 吸着 に よ る除去 と考

えられ る．そ して添加された ABS α 〔ppm 〕と汚泥

量 S 〔1・
600G で遠 沈 した と きの 汚泥 の 百分率〕とABS

の 吸着量 x 〔ppm 〕の 間 に は 次の 平衝式が 考 え られ
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